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男性は 37名（65%）であり，その中でデートDVの被害経験があるものは，女性10 名（20%），男性 4名（11%），
デートDV経験の加害経験があるものは，女性 6名（12%），男性3名（8%）であった。デートDV の被害経験，
加害経験については，十分な人数が得られなかったため，今回の分析からは除外した。性経験があるものは，女
性 39名（65%），男性 25名（44%）であった。 
次に，性的自己決定尺度39項目の平均値，標準偏差を算出し，天井効果およびフロア効果のみられた1項目（Q.4）
を以降の分析から除外した。次に残りの 38 項目に対して主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。固有
値の変化は，4.82，3.63，2.75，2.01，1.90，…というものであり，性的自己決定の解釈として妥当であると考え
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られる 4因子とした。そこで，再度 4因子構造を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行い，因子負
荷量.400 を基準として項目を取捨選択した。その結果，.400 に満たなかった 19 項目を除外し，残りの 19 項目で
最終の因子分析を行った（表 1）。因子寄与率は 37.40%であった。 
表1 性的自己決定尺度の因子分析結果 
項目内容 平均値 (SD ) 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
8 性別は“女性”“男性”の2つでなくてもいいと思う 3.49 (1.42) .717 .021 -.024 -.079
15 性的マイノリティの人のそのままを認めることができると思う 3.80 (1.12) .670 .023 .144 .120
16 同性を好きになるのは異常なことである（R） 3.93 (1.19) .662 -.214 -.033 .012
11 女だから男だからといわれることには抵抗感がある 3.38 (1.42) .550 .047 .023 -.122
18 性的マイノリティの人が現実にたくさんいると困る（R） 2.85 (1.35) .450 .109 -.279 .062
14 性的マイノリティの人がカミングアウトすることは望ましいことだと思う 3.58 (1.15) .446 -.077 .072 .265
1 自分自身のことを理解している 3.43 (1.15) .008 .803 .058 -.168
3 自分自身の身体を把握している 3.46 (1.15) -.055 .764 -.096 -.010
2 自分の身体を大切にしている 3.37 (1.28) -.134 .536 -.403 .301
5 “らしさ”ではなく“ありのまま”の自分を受け入れている 3.21 (1.23) .145 .498 .326 -.058
24 エイズ・性感染症などのリスクから身を守るために情報を収集していると思う 2.83 (1.30) .065 .428 .250 .014
33 自分が望んでいる性的刺激を与えてくれるように相手に頼むことができる 3.00 (1.23) -.136 -.054 .701 .063
9 性についてオープンに話せる人がいる 3.68 (1.42) .084 -.050 .566 .012
37 性的な嫌がらせをされた場合誰かに相談できる 3.50 (1.29) -.043 .074 .523 .141
26 セックスの場面では相手任せになってしまうと思う（R） 3.02 (1.20) -.269 -.164 .475 .116
38 性的なことについて自分とは異なる考え方を持っている人がいても認めることができる 4.11 (1.02) .246 .101 .456 -.132
22 セックスの相手とエイズ・性感染症の予防について話し合うことができると思う 3.80 (1.25) -.034 .172 .424 .355
25 いつ誰と性関係を持つか持たないかを自分の意志で決めることができると思う 3.97 (1.13) -.048 -.008 .051 .700
28 女性が子どもを産むにせよ産まないにせよよく考えてから責任ある行動をとれると思う 3.97 (1.08) .083 -.133 .026 .593
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .04 -.07 .18
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十分な信頼性は認められなかった。そのため，本尺度を性的自己決定尺度として使用するには，不十分であると
考えられるため，下位尺度の項目を増やすなどして，精度を高めていく必要があるだろう。また，「性の健康と権













表2 性別×性経験の2 要因分散分析の結果 
平均 SD 平均 SD
有 3.68 0.72 3.21 0.85 * *
無 4.30 0.55 2.99 0.75
有 3.32 0.79 3.38 1.07
無 3.13 0.63 3.11 0.82
有 3.61 0.77 3.87 0.74
無 3.03 0.76 3.43 0.76
有 4.04 0.98 3.88 0.87
無 4.21 0.70 3.77 1.05
有 3.99 0.64 4.10 0.56
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The effect of sexual experience on sexual self-determination 
Ayumi Tahara 
The purpose of this study was to construct a sexual self-determination scale and examine the effect of sex experience 
on sexual self-determination. A questionnaire which included items on sexual experience and dating violence, and 
sexual self-determination scale was administered to 117 university students as a part of the requirement of a social 
psychology course. Sexual self-determination was found to be constructed from four factors: sexual diversity, sexual 
self-receptiveness, sexual liberty, and sexual health/rights. However, both the reliability based on alpha coefficients and 
the criterion-related validity were not sufficient. It was found that women without sexual experience are able to 
recognize sexual diversity. In addition, men were found to be more sexually liberated than women, and those who had 
had sexual experience were more sexually liberated than their counterparts. 
（指導教員：青野篤子） 
